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大
阪
府
堺
市
の
病
原
性
大
腸

菌
「
Ｏ
（
オ
ー
）
１
５
７
」
集

団
食
中
毒
で
、
堺
市
対
策
本
部

は
三
十
一
日
、
二
次
感
染
や
症

状
に
不
安
を
持
つ
在
日
外
国
人

の
相
談
窓
口
に
な
っ
て
も
ら
お

う
と
、
国
際
的
な
医
療
支
援
を

展
開
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
」
　
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議

会
、
本
部
・
岡
山
市
）
に
支
援

を
求
め
る
こ
と
を
決
め
た
。

　
堺
市
内
に
住
む
在
日
外
国
人

は
一
万
四
百
八
十
一
人
。
韓
国

・
朝
前
人
が
六
三
・
五
％
を
占

め
、
中
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
フ
ィ

都市

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
支
援
要
請

リ
ピ
ン
な
ど
国
籍
は
六
十
力
国

に
の
ぼ
る
。

　
今
回
の
食
中
毒
で
堺
市
内
の

病
院
か
ら
、
中
国
人
の
患
者
が

出
た
た
め
、
中
国
語
通
訳
の
要

請
が
あ
っ
た
が
、
市
は
す
ぐ
に

対
応
で
き
な
か
っ
た
。
「
患
者

に
在
日
外
国
人
が
ど
れ
だ
け
い

る
の
か
分
か
ら
な
い
」
　
（
対
策

本
部
）
の
が
現
状
と
い
う
。

　
そ
こ
で
市
は
、
０
１
５
７
の

説
明
や
予
防
策
を
、
英
語
、
中

国
語
、
ハ
ン
グ
ル
な
ど
五
カ
国

語
に
翻
訳
し
た
冊
子
に
ま
と

め
、
保
健
所
や
医
療
機
関
に
常

備
す
る
計
画
を
始
め
た
。

　
こ
の
冊
子
を
編
集
す
る
に
あ

た
り
、
市
で
は
冊
子
の
中
に
大

阪
と
東
京
に
拠
点
を
も
つ
Ａ
Ｍ

Ｄ
λ
の
国
際
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
の
電
話
番
号
を
盛
り
込
ん

で
、
在
日
外
国
人
か
ら
の
相
談

を
担
当
し
て
も
ら
う
よ
う
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
に
協
力
を
求
め
る
と
い

う
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ま
で
日

本
語
が
話
せ
な
い
在
日
外
国
人

ら
の
医
療
相
談
を
電
話
で
受
け

付
け
、
外
国
語
の
通
じ
る
病
院

や
医
師
を
紹
介
し
て
き
た
。
同

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
「
ど
ぅ

す
れ
ば
０
１
５
７
を
予
防
で
き

る
か
」
　
「
腹
痛
や
下
痢
の
症
状

が
あ
る
が
、
０
１
５
７
に
感
染

し
た
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ

た
外
国
人
か
ら
の
相
談
か
増
え

て
い
る
と
い
う
。

　
同
セ
ン
タ
ー
所
長
の
小
林
米

幸
医
師
は
「
わ
れ
わ
れ
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
行
政
の
協
力

体
制
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
の
相
談
は
ａ
0
6
・
６

３
６
・
２
３
３
３
０
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